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会  議  録 

会議の名称 第１回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会 

開 催 日 時 

令和３年４月 19 日(月) 

    （午前・午後） ９時 30分 開会 

    （午前・午後） 正午      閉会  

開 催 場 所 市役所南館８階 中会議室 

議 長 
山本 博史 氏 

（追手門学院大学 地域創造学部 地域創造学科 教授） 

出  席  者 

【評価委員】 

山本博史氏（学識経験者）、百瀬真由美氏（ＮＰＯ関係者）、髙田和子氏（地域活動

関係者）、板倉幸司氏（公募市民）、足立真美氏（公募市民） 

（  ５人） 

【事務局】 

上田市民文化部長、小西市民協働推進課長、山本市民協働推進課市民活動係長、 

松井市民協働推進課職員              

                                （ ４人） 

                                                                  

【担当課】 

社会教育振興課、文化振興課、スポーツ振興課、人権・男女共生課   

                （  ４課） 

                           

開 催 形 態 公開（傍聴者０人） 

議 題 ( 案件 ) 

（１）委員委嘱 

（２）委員長選出 

（３）諮問 

（４）副委員長選出 

（５）会議の公開・非公開の決定、傍聴要領、会議の概要説明 

（６）提案者によるプレゼンテーション及び質疑応答 

配 布 資 料 

・第１回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会次第 

・令和３年度 チャレンジいばらき補助金申請事業一覧 

・応募関係書類（個人情報を含むため省略） 
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議 事 の 経 過 

発言者 議 題（案 件） ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

事務局 

 

 

 

 

 

山本委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

開会及びあいさつ 

委員の委嘱 

 委員長の選出について 

⇒学識経験者である山本委員が適任との声があり、全員一致で山本委員に決定 

 山本委員長へ諮問書を手交 

 

 委員長あいさつ 

 副委員長の選出について⇒百瀬委員に決定 

  

 公開・非公開の決定について（すべて公開） 

 本日の会議の概要説明 

  

 ----------------------- プレゼンテーション開始 ----------------------- 

 

プレゼンテーションを開始するが、１団体目のレクリエーションデザイン smile 

infeel は、足立委員が所属している団体であるため、足立委員は審査から抜け、残

りの委員による審査を行う旨を説明 

 

 足立委員退室 

 

【自由テーマ型】 

茨木市なぞときゲーム実施（配布） 

レクリエーションデザイン smile infeel 

 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

・周知方法について 

⇒公共施設に配布を予定。イベントではなく各自で取り組んでもらう形式。 

１枚４問程度を想定。現地に行かないと謎解きができないものとなっている。 

・配布数は、どの程度を予想しているか 

⇒4,000 部程度、全て配布できると考えている。 

 

足立委員入室 

 

【自由テーマ型】 

ウォーキングを楽しめる実践体力づくり（その２） 

すこやかイノベーション 
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担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

・動画の中身は、昨年度と大きくは変わらないか 

 ⇒動画は、昨年度よりも坂道の動き方を意識したものにする予定。また、新たな取

り組みとして動画講座を開催する。動画作成に興味を持っている方は多い。 

 ・動画編集の講座については、編集ソフトを購入するのか？ 

 ⇒「フォト」を使用するため購入はしない。動画編集に慣れ親しむことを重視する。

講座の受講は無料。 

【自由テーマ型】 

作って遊ぼう科学工作 

デジタルえほんサークル『ルピナス』 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

・昨年度の参加者負担金による収入はどれくらいの金額であったか 

⇒昨年の実績で、参加費 18 人×500 円 

・今年度は 70 人分の参加費を見込んでいるが、どのような計画なのか 

⇒自分で部屋を取れるようになったことから、予約システムにより事前の広報が可

能となったため、多くの参加者を見込んでいる。 

・集客の工夫について 

⇒オンラインでの申込やＱＲコードなども検討 

サポートできる団体に協力をお願いしながらホームページ等の作成も検討する。 

 ・チラシ、資料について、完成図などの写真があれば、ＰＲにつがるのでは。 

 また、ホームページに動画を掲載してはどうか。 

 ⇒検討する。 

 

【自由テーマ型】 

音楽で街を元気に！ホールコンサート 

Neighbors（ネイバーズ） 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

・会場使用料について 

⇒現在、自己負担で計上している。補助対象費用に計上する。 

・収支予算書での参加者見込みが 150 人となっているが、最大か。 

⇒最大は、220 人と考えている。 

・150 人、集まるか。 
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団体 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

⇒大丈夫だと考えている。 

・開催時期について 

⇒未定だが、できるだけ早くにと思っている。 

・委託費について 

⇒照明と音響で、それぞれ 10 万円、映像で５万円。 

 

【自由テーマ型】 

茨木市内在住外国人へのオンライン日本語教育事業 

ＡＨＲ（アール）協同組合 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

・人件費 15 万について 

 ⇒文法はベトナム人２名、会話は日本人１名に講師を依頼。（週に２回） 

時給は 2000 円で考えている。 

 ・対象者は茨木市在住を対象としているが、茨木在住の方以外から問合せはないか。 

 ⇒問合せがある。対応はしている。 

・地域の多文化共生、交流ならできると思う方へのアプローチを考えていただくと

広がりがある。 

 

【自由テーマ型】 

ラジオ体操 

茨木ラジオ体操会連盟 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

・今後、補助金がなくなった場合、どうされるか。 

⇒参加者から徴収することになる。 

・パイプ椅子の購入は、イベントの開催で活用される予定か。 

⇒椅子を使っての体操、又は、休憩用。 

使用時以外は以前購入した倉庫に収納予定。 

 ・通信費に３万円かかる理由 

 ⇒年２回だった会報の発行を増やしたい。コロナ対策についても周知している。 

 ・ホームページの制作について 

 ⇒今年度中に作成したい。得意な人が２、３人いる。 

 

【人権・男女共同参画推進事業】 

子どもたちと考える「戦争と平和」事業 

子どもたちと考える「戦争と平和」in茨木実行委員会 
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担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体 

 

 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

 ・リモート発信費の内訳について 

⇒インターネット通信費、資材購入の費用。 

 ・講演など、YouTube などで配信を考えても良いのでは。 

 ⇒映画の上映の際に制約がある。ライブ配信でアーカイブを残さない形であれば、

使用が OKとなる場合もある。 

 ・子ども達の主体的体験コーナーとは？ 

⇒まだ具体的なことは考えていないが、案としてはカードを使った体験、ガンダム

の中のストーリーを抜き出して、カードを使って、あなたはどうしますかというよ

うな体験を考えている。もしくは、自分の手で、三次元の美術館を作成するなど。

カード、ビジュアルなどのゲームを考えている。 

 ・ウルトラマン、ガンダムなどは、今の子ども達は知らないので、鬼滅の刃などの

方が子ども達への受けは良いと考える。 

 ⇒許可をもらえば、できると思う。 

 

 

【人権・男女共同参画推進事業】 

フードパントリー茨木 

フードパントリー茨木 

 

【担当課 意見】 

 

【質疑応答】 

・月３回の開催となっているが、すべて配布するのか。 

⇒集めるのは２回、配布するのは１回の予定。 

 ・企業との連携について 

⇒実績を見せながら企業との連携を進めていきたい。 

・心斎橋商店街の空き店舗の使い方 

⇒置き場所、拠点として。使用料は８千円 

・配る 30世帯はどう決めている？ 

 来てもらう場合と、配達する場合がある。来てもらう場合は、コロナの観点等から

15 分間隔くらいで取りに来てもらっている。 

 ・今の一番の課題は。 

 ⇒保管の場所や、食品の管理が課題。夏場の食材の保管。 

人材については、やりたい人がたくさんいるため、逆に断っている。 
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山本委員長 

 

事務局 

 

山本委員長 

他に意見はないか。以上で報告を終了する。事務局から連絡事項はないか。 

 

次回は、４月21日、午後２時から、ローズWAM501・502号室で開催予定。 

  

以上で、第１回茨木市提案公募型公益活動支援事業評価委員会は閉会とする。 


